
サキス症の組織診断における螢光抗体法の応用

1.抗一粗抗ぬ lgG および抗一精製抗原 lgG 1又1心性

アニサキス症け特有な臨床症状,検査所見に乏Lいた

め一般にその術前診断は必ずしも容易でなし、.最近、並

木ら a97の. K鴫ei el al.(1972),河内ら(1973),

長野ら a973)等にょり胃アニサキス症のプ丁イバース

コープによる診断が報告されたが,従来多くの症例は急

性虫垂炎,腸閉塞症あるヤは宵癌.胃潰癌等の疑レで開

艘され,切除病巣部の病理組織学的検索により診断され

てし、る.皮内反応,血清反応弊の免疫学的診断法の研究

も進められてVる(鈴木1968、鈴木ら1969、 1970,白木

ら1970., 197D が目、Fのところ確定診断は病巣中か

らの虫体の検出に待たねばならない.さきに薯者(胸木

1969)は胃およぴ腸管の好酸球性蜂穿織炎,腰癌あるい

は肉芽腫等とされる56症例の手術材料を組織学的に検索

して,48例に虫体もしくはその残存物を認めた.これら

は孤虫症(spor"aoosis)の 1例を除くと,火部分が.'1Ⅱi・

Jd'iS 幼虫にょると推定された,しかし変性・崩壊のた

め同定の困雌な例もあり,特に胃の症例では比鞁的長い

経過の後に手術されたものが多しため大部分がこうした

伊1であつた.

消化管に好蜂球性膿獅あるレは肉芽孤等の変化をもた

らす寄生虫としては.4井心α'i'幼虫以外にもイヌ島るV

はネコ回虫幼虫,糞線虫幼虫,顎口虫幼虫,孤虫(S,".

ノ'"4111UI,)^、、わゆる larva lnigrans (BeaYer 1969)

のカテゴリーに属tるもの,さらに蟻虫,鞭虫.住血吸

虫等も知られ.組織診断に際して鑑吊1」が必要である.ま

た A,U'紅両iS 幼出と同様に海産魚類を中問宿主とし,こ
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正満

,1と近緑とみらオ1る Y'ιリ'んり"パ," g」Ⅱ【, contTacRecum

型幼虫等も実験的にウサギの消化管壁に穿入することが

知られ(大郁ら 1968,19脚,白木・大鶴1968),特に前

者については北海道方面での人体症例の報告がなされた

(sozoki ψ d/.1972.長野ら 1973),さらに最近著者ら

の一人.火鶴ら(1972)により旋尾線虫目(spi,山idee)

に属するある柧の幼線虫による消化誓移行症の2例が報

告された.これらの近緑幼線虫は形態的に類似するため

相互の鑑別は困難を伴うことが多し、と考えられる.薯者

ら(白木ら 1969,1970、.浅石ら 197のはアニサキス症

の組織診断,特に変性・崩壊のため形態的に鑑別困難な

虫体の向定に螢光抗体法を応用する目的で実験を行なつ

てきた.

本報では D 虫体横断切片潮るVは組織内穿入虫体切

片の反応性,幻固定による反応性の変化 3)変性・

崩壊虫体の反応性 4)特異性 5)難溶性抗原を用い

た螢光抗体の反応性などに0、、て検討したで,それらの

成績を執告したV

本研究は文部右科学研究讐の援助に上0た.

材料・方法

D 抗原および免疫方法

免疫抗原としては.・1"i又ぱ心幼虫および比較として豚

1回虫(AJι'υ'i.ゞ hu,1け1'i"oidιS SI"Uル)成虫を使用した.

A,U'M削$幼虫は旧本海産のスケトウダラから,いわゆ

る1型を採集,豚回虫は屠畜場で処理された豚の腸管か

ら集めた.

粗抗原.虫体を充分に水洗した後,凍結乾燥し,

20゜C に保存,要に距み虫体を磨砕し,生理食塩水で抽

出し,6,0Ⅸ)印m で30分遠心沈澱し,その上清を使用し
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断後,遠心沈澱して体液を集め,これを硫安塩析および

DEAE・ceⅡUlose カラムクロマトグラフィーにより精製

した.レが脚ki'幼虫へモグロビン(Hb)である(鈴木

1968.鈴木「 1969).

難浴性抗原.陳旧症例にみられる変性の進んだ虫体の

検1.".C川いるため虫体の体壁成分の難溶性成分の抽出を

試みた.すなわち, A"i又',i'幼虫を数ケ所で切断Lて

乳鉢で磨砕し,48,000叩m 30分逮D して沈泣を採り,

これに約2倍世の生理食塩水を加えて再度磨砕後遠心沈

澱して士清を棄てる.これを2回繰り返して易溶性成

分を除いた.得られた'1色の沈漬に対して,ドライアイ

ス・アセトンにより一70゜C に凍結後乳外で磨砕しなが

ら塞温で徐々に融解ナるとし、うす県作を5回繰り返し, こ

れに生理食塩水を加え 20KC の超音波振動を 2()0訊'で

{め分1珂Jiえ、 25,(賀勵rpm 30分遠C、して得られた上清で

Cein isothiocyanate を溶解したものをゆて)くりナ川え,

4゜C,61排Ⅲ1混和した後0.005M PB PH 7.0.こ 0.1M

NaC1 で飽和した Sephodex G・25 のカラムで同緩衡i夜

を用Vてゲル浦過を行なV、遊酢色素を除去し,さらに同

緩衡液で平衡にした DEAE・oeⅡ010se カラムによりウロ

マトゲラフィーを行な、、精製した.

3)被検組織例片の作製

組織切片はクリオスタットおよびパラフィン包埋によ

0て作製した.被検組織切片として用ヤた虫体は豚同

'ι.ネニ恒1虫(111.1'or'1r""dh')成虫, cbNtr'1"ιleιli"1

型幼虫(A)(大鶴1969)、 ro'1'aNO.,a da'i,んリk'e 幼虫(1【1

木.火鶴1968), A吋i則桑S.幼虫 1, H およびⅢ舌!大鶴

ら1969)である.新鮮虫体の凍結匂j片は1:井ら 1968

の方法により卵心アラビアゴム 1、包埋し,ドライアイ

ス.アセトンで凍結し,クリオスタット1一よ 1 1 ~ 6 ・

の切片とした_また虫体穿入組織の切片は:1.として液化

炭酸ガスによリ徠結し同様に切片を作製した

固定液の反応性に及ぼt影粋をみるため.モルモット

およびウサギに A"i叩1心幼虫を経口投町・し,2如寺Ⅷ1後

に剖検,虫体穿入部を小心に約Iun:の大きさの組織片

を作リ,フォルマリンおよびエタノールで閲定した,こ

れを一定1切問後にとワ出し,凍結例片あるし、はパラワイ

ン釖片とし螢光抗体染色を行ない,反応性の変化を訓へ

た.また,宿主体内で変性・刷壊過程にある虫体の反応

性をみるために, A"i則則.ゞ幼虫をウサギの皮下に埋没,

あるし、は磨砕した虫体をウサギの胃壁の柴膜下に注入

し,1週なVし4遡後にとリ山して反応性の変化を謝へ

た.

の染色および鏡検

凍粘例片はエタノールで5分間山建した後憐酸緩衡食

塩水 PBS PH 7.2 に2 ~ 3分問ひたし.01片周囲を

演紙でふきとってから2~3滴の螢光抗体で例片をおぉ

^

'ν) 0.

、いでの、1,1isukiS 封】虫および月栗1亘1虫の将11亢病(, AJlisa・

1ゾ'幼虫精蝉抗冴〔(A川又'リS Hb)および薙溶性抗Ⅱ'(SO・

matic a川i冬en)のそオιぞれ約 l m1 に FTeund の完全ア

ジニバントを等量加え良く混チ1.ルてウサギの足踏皮下に

接矼.2週冊部で3回追加免疫し,最後の注射から1週

後、 2重拡散法により抗休の産生を硴め,顕動脈から全

採血した.

幻抗血清の精製および螢光標識

前記の免疫血清を中性加06飽和硫安で塩析して得た分

画を 0.005M 燐酸緩衝掖 PB . PH 7.8で斗ι衝にした

EAE・ceⅡUlose カラムによりクロマトグラプイーを行な

い 1菖G を得た.かくして粘製した leG を生理食塩水

で透析後.蛋由濃度1~2%に調整し、これに抗体液の

VⅢ1辻の炭酸綏衡液 PH 9.0に蛋1ヨ世のリ卯量の a山re5・
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い湿糾函に入れ.暗室で30 C.45分1瑚攻応させた.パラ

プイン匂J片は S乳inteMιlrie a96幻の力法を参"にし

て Table1 の手順で行なつた後同様に螢光抗体液と反

応させた.染色後は余分の螢光抗体を PBS で充分に洗

、、流し、緩衡グリセリン(PH 9.D で包埋L,カバー

グラスでおおし、鏡検した.螢光顕微鏡は K丑rl zei翁社

の U11N ph010 Ⅱを使用.励起フィルターは BG 12

あるいは UG 5 を,吸収フィルターは淡黄色(NO.打

為る、、は淡宵色 NO.60)をそれぞれ用、、,賠視野下で

観察した.顕徹鏡写真は KⅨlak Tri・X (ASA 2Ⅸ))フ

イルムを使川,2 ~ 3分1排露川した.

D '1Ni'Ⅷιi'幼虫、新鮮虫体の染色性

螢光色素標識の抗一A,,i.ⅧN'幼虫粗抗瓜ウサギ 1"G

二上り新鮮虫体の凍結切片を染色tると,角皮愚を除き

上体全組織が良好に染色された.一般に細胞原形質は淡

く染まり,細胞隔壁が湊厚に染まうた.中腸上皮.体壁

の筋組織(髄胞部.筋紡錐)(小泉丹191D などが強く染

まり.""咽良、側線の染まりは概して弱かつた(Fig.

螢光標搬正常ウサギ血消でし同様に染まることから非特

異的に結合ナるものと誘え6れた.

Andrade ""/. Q96D は住血咲虫症患汽'血緋に金光

色素を標識してマウスの肝内の虫体を染色し、卵内のミ

ラシジウムや成虫の反応を捌察した、彼らけ虫,肌勺1州に

みられる PAS 陽性の物質が酸性処理により IRG を洗

、・、流した後にのみ標識患者血清と反応した上し.二の物

質が抗娠抗体結合物であろラと推定した.

A,Ⅱ脚N'の頭部にみられる類似の均質物質け酸竹処

理のし、かんにかか力ら十反応オ、ることから,虫体の分泌

物に11{来ナるもので抗体とは直接関係ない七秀え巧れ

た.また彼らは住血吸虫寄生肝病巣の組織球内あるしは

細胞外に穎粒状の抗鳳物質がみられたとしたが A川.Ⅲ・

劇'幼史穿入組織内でけそのよラな所見は認め得六かつ

た.

幻固定による反1と性の変化

虫体の穿入したウサギのⅦ組織をエタノール{70%,

頃)%および 1ω9。ある、、はフォルマリン(:怖96フォル

ムアルデヒドの 30。、 50。および1000溶液)に 6E捌Ⅲな

V し30HNⅢ劃建した後.二と:)1島し,冷 PBS に 1 ~ 21畍

間ひたして固定液を除き、これを徠罧Uj片とL螢光抗体

との反応をみた.

、rnble 2 の勿K 、エタノール1剖定でけし→'れのi農1痩で

も1ケjほではほとノνゼ反応性の低下がみられなか0

た.温度は室温(10~25゜C)、 4゜C およびーコ0'C に0

Vて比鮫Lたが少なくとも1ケ村以内では温座の影轡け

なか0た,一方.フォルマリン固定では速やかに反応竹三

が低下し,特に濃座の池孔、場合に顕薯で島った.5%小

"1フォルマリンはやや反応性の低1'が幌度であ0たが、

2週岡後でけやはリ螢光が極めて徹弱であつた,

95%エタノールで周定した組織内の虫体を S細me

Nlarie (196幻の方法でパラフィン包埋(融点56゜C)し

切j片を作製,螢光抗体染色を行なつた.エタノール閻定

により組織の自己釜光が強くなる傾向があったが,厘応

性は良好で訪った,凍結功片では一般染色の染色性が不

良な上に細胞の形態も明皎さを欠くので, H ・鴬染色と

比鞍ナる場合はパラフィン包埋切片で良レ鈷果が得ら九

3)変性・励壊虫体の反'性

ウサギの皮下に生虫体を埋没、磨砕した虫体を習の柴

膜下および皮下に注入L、 1~'1週後にとり川し.凍繍

切片ある、、けパラフィン切片とし、抗一粗抗」京 lgG に

より螢光抗体染色を行なつた

成績・考按

、1ack50n U959)は旋毛虫 Cr,'kJjhl',//"'ψh'"/i0 感

染幼山の経1-1投」iにより感作Lたラッテの血済に螢光色

宗を標識して観察を行な0たが,それによれば成虫の功

片は中股_1:皮が常に染まり,ときには生殖器も染まり,

まれに角皮を除く全組織が染色されたとし.抗血清の

Lot により差がみられたとしていろ.

スケソウ.ゲラの般腔内にみられた,し、わゆる被優A川・

鈿脚S 幼虫を優のまま凍結切片とし染色すると.虫体は

伺様に反比;したが、挺壁は青111色の強し自己螢光を発

し,特異螢光の結合は認められなか0た(Fig. D,虫体

をおおつてしるこの嚢の由来は虫体でなく宿主側ににあ

ると老えられた. jackson a959)も筋肉内の旋毛虫被

挺幼虫で伝1様の知見を得たとしてし、る

組織内に穿入した虫体に0ヤてみると,ウサギに経1:1

投与して2d時剛を経た胃壁内の虫体は全く同様に反砧し

た(F*.2).また虫体の頭部をおお0てみられる PAS

陽性に染まる、、わゆる均質物質も弱し、ながら緑色螢光を

認めた(Fi武.:り.経口投町.後 1 週月のウサギの胃壁内

の虫体は鋭皮を経てVたが虫体の反応性.に変化はなかつ

た,この際.脱皮角皮の周囲にも明瞭な特異螢光力這忍め

られた(F璃.4).虫体周開に浸潤してV る好酸球の顯

粒に一致Lて緑色螢光を認めることが商つたが,これは
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皮下に埋没した虫体は4週後には高度に変性していた

が Table 3の力IK充分に反応性を保持してV、た.磨砕

虫体は皮下,胃壁とも生虫体に比べ反応性の低下が速

やかであった,磨砕虫体胃壁注入後2週目の胃粘膜下の 、、'Ry of in口OCU1丑tion
1

腺癌内にみられた虫体の筋肉質の断片に螢光抗体の結合 Week

がみられた.同時に排淮腺細胞も形を保つて残つていた 、、'hole worm in hypoderm

Ground worm in hypodeTmが,これは青白色の自己螢光が強く、特異螢光の結合は
Ground 研'orm in stomach waⅡ

認、められなかつた.
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4)特異竹

近緑線虫との交叉反応をみる七 T.1)1e 4 の則K,抗

ANi脚k命幼虫粗抗原 lgG は豚同虫,ネコ回虫. C伽'

ι,,'1Cdι,αリⅡ型幼虫, Te,'J'""0τ,'ι幼旦!, A,1iSιlkiS ガ1!1ミ

Ⅱ型およびⅢ型のい十れをも交叉反応があった(F璃、

フ.9).抗一豚回虫粗抗原 lgG も同様にレずれの線虫

とも交叉反応した.一方.'bルⅧ財'幼虫 Hb で感作し

たウサギの 1宮G は Tel'1'α財枇."幼虫,"1,N'又lk6 幼虫Π

雪!,Ⅱ{雪!と三で叉1丈1春した力二 CO"h'dc、",a'nl !型り」虫,才、

コ回虫.豚回虫とは全く反応しなかった(F礁.8,1の.

形態的に.'1πi解ん'S に極めて類似ナる Ta','m,仇,"は抗

原性の上でも近緑で,少なくとも類似の Hb を有ナるこ

とが推定された.

抗一A"心αι心幼虫 Hb・1EG の虫体サj片における反応

の1品在は抗一粗抗原 lgG のそれとは異なり,擬体腔

(perienteric cavity)才S 上しゞff1皮、F則(11ypoderma1 1a・

'「ι{ble .ξ

4 エリeeks

Crude)

Hb

Crude

Preservation of Teectivity
Iarva in host ti5Sues

ゴ1'ι'11'isJI,11" 1'1'

+

Antigens

2を1'1'"JI01'ι1

Of A"iゞdι6

Tetm between
innoculation and

desection

transverse sections of)

CO,1il'α" Cι'1U,1

ーリ

丁e"であつた,

抗一'4JU文',i'幼虫 Hb抗体の変性虫体,;対ナる反応は

著しく弱く,皮下埋没後2週目の虫体はほとんど反応性

を失な0てし、た.

.小山d財S 幼虫 Hb は虫体死滅後比較的速やかに分解

あるいは吸収され抗原性を失うものと考えられた.

5) A"i則NS 幼虫薙溶性抗原を用ヤた螢光抗体の反

応性

超音波処理によリ抽出した難溶性抗峠に対応する螢光

抗体液により A川京4*幼山凍結切片を染色ナると,中

鵬,側線,筋組織,角皮等全組織が染まつた.排池腺の

染まりは抗粗抗原 18G の場合と同様弱かつたが,その

他の組織は抗一粗抗原 lgG の場合と異なり細胞の原形

質力二濃厚に染色された(Fi宮.13).

』李1田虫,ネコ回虫, CO/1ι1""'deι'ιUN,1、り'J'dh0τ'α等、、

十れとも交叉反応し特異性は欠し、たが,変性虫体とのして
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応性が極めて良好で, W日を経た嵜壁内の磨砕虫体の角

皮や体壁の筋線維(筋紡錐部)の断片が朋瞭に染色され

た(Fig.11.12).

陳旧症例では伯皮,筋線維(筋紡錐部),排湘腺細胞等

が比鞍的長朔岡にわた.り形を保つて病巣内に残ることか

この螢光標謙抗一難溶性抗原 lgG は角皮.筋肉組1),

織等の検川に役立つと考えられた.

( 39 )

アニサキス症の組織診断に資,るため.螢光抗体画接

株による尖験を行なった.→、なわち, A加別劇S 幼虫か

ら抽出した麺々の抗坂成分にょりウサギを感作し,得ら

れた抗体に螢光色素を標識L,これと樋・々の条件下にお

ける虫体との反応性を楓察Lた.得られた知児は孜の通

リ C声)る,

1)螢光標識抗粗抗城 lgG は、1川別ki'ゞ幼虫横断

り」片と良く反応した.中朋」二皮綿胞、筋組織が特に良好

に染まったが,伯皮肺とは反応しなかった.抗一'4"6a・

kiS 幼虫へモグロビン(Hb)は虫体の擬体腔および角皮

下展と反応し, Hb の1局在がこれら部にあることが知ら

れた.抗一難溶性抗原 lgG ば他皮凧も含めた虫体の全

組織と強く反応した,

2)抗一粗抗凍 lgG および抗一難溶性抗1京 lgG は豚

回Ⅱミ.ネコ回虫,('ωlh'"'de"""」雪!又1」虫(A),1を1'r"・

加τ・','んτmic"α,幼虫のヤ十i1と L 交叉反応があ0た.

し力、し打'-il"i'"'、iS り」虫 Hb ・1RG !士?'eh'ah0力α捌J

虫. A加又於6 幼虫Ⅱ型およびⅢ梨とは交叉反応したが,

その他の虫体とは全く反床せ十、かなり特異性が高し'こ

とが知られた.

;"ウサギの組織内で変性・崩壊Lた陳Ⅲ虫体との友

1古をみると、抗一A加又.'i'幼虫 Hb ・1gG は 2週後の

虫体とはほとんど反応しなかったが,抗一粗抗原 1三G

でけ』週後の山体とも反応した.さらに抗一楚溶性抗煉

畭G では6週後でも反応の低下がほとんどなく,螢光

の強さは新鮮山体と変らなか0た.

、1 魚体内にみられる AⅡi則劇'幼虫の優は抗一粗抗

原 lgG と反応しなVことから.宿主側の産物と推定さ

れた.幼虫の穿入部組織内に虫体の頭部を囲ノνでしぱし
ぱみられる APS陽性に染まるる均質物質は螢光抗体と

反応1ることから虫体の分泌物に由来t ると考えられ

た
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EXPERIMENIS FOR THE APPLICATION OF FLUORESCENT ANTIBODY

METHOD TO HISTOLOGICAL DIAGNOSIS OF ANISAKIAS玲

1, REACTIVITIES OF ANTI・'A<'1SAKIS CRUDE ANTIGEN lgG AND ANI'1、

'4入7SAKIS PURIFIDE ANTIGEN lgc TO THE SECTION OF .4入リS'、κIS

LARVA UNDER VARIOUS CONDI'ΠONS

IADASHI SHIRAKI, T051ⅡO SUZUKI, MASAMITSU O'rsuRU,

YOSHIYA SATO AND M】×ORU KENMOTSU

/)'ψ"J'i""リυ 0./'.11四diι'"ι ZO010gJ', Nh'"'ua b円il・el%ヅ1J, S"ho01 0f

Aleιli'り',1ι,ハリigdi", J'1,"吋

KAZUAKI ASAISHI

Fh'S1 1)ιy,'11'i"1ι,,リ 0/'S"1'gιrJ,、 S'1,ノ)01'0 '1h,ιh'cdι Coi1ι"e,

'ゞⅡ,,01'0, J",',π

F】Ⅱorescein isothiocyaDate Frrc) was labe11ed t0 ι1Πti・sera ofl'ab3its i口lmunize(1 Wit11

SeverHl components of '4,1i又ιιiI 1皐rν皐, i. e, crude antigen. puri6ed antiEen (hemoglobin of

.いIS'1ιis larva t{nd somatic arltigen eXιracted ltom body 、、・aⅡ by ultr丑Sonic destruction

The reactiuity of these anti・sera to sections of .1J1永'!ιis 】aTva un({er various conditions was

Obset、,ed urlder Huorescent lnicroscope.

Re5Ults ta1Πed were as f且ⅡOWS.

I FITC・1abeled anti・.いi枇Jιis crude anti暑en lgG rencted Yery 闇.eⅡ to t11e section offreS11

.しli又1ιiN ar、ι(. especia11y epitheⅡUm of mi【1宮Ut aΠιl body musc!e 、、'ere stained clearly l)ut no

(如)



Speci6C・nuorescence 、、'ιW delected at cutにUlar 11"'er. Anιi・'いis"ムム' Hb lHG st社ined perienteTic

Cavity を{nd 11ypo〔1erm社1 1ayer of 【11e laTV社. Anti・som11tiC 11ntigen lgG re11Cted to t11巳、vhole tissUど5

Of ゞいιSαιIs larva inc】udin宮 Cultlcu】ar layer,

2) Anti・"111i、C"鳧il crude anti宮en 1髭G an'札Πti・.'1hiδ"ιkiS 朽0111社tiC ιtnligen 1筈G sho、、'ed croS5・

reaction to a11 the ascarids e工ιHnine(1, i. e. ilSι'1J'1N /1UノリJ゛、i"oidピゴ S"tilJI,1'0、1'0"'11"ι r'ιiι, CO,1iJ"゛・

"'1C'コ'"ι type lnrva (A) nnd 11リ'J'd0τ,ιl d凡'i,iιリ」s laTva. on the contrar}'. anti・'1Jιis'1鳧is Hb lgG

Cross・reaclerl to no other n5Carids dlan Tel'1'a,10むa.

3) As to the de筈enerate 、、'ortns at hypoderm urgastric sun11)ucosa of r11bbils, anti・'、いi.ゞ'1ι、ιゞ

Hb 1客G had no reactiYity 山 111e seCιion of larYa inoculated lo tabbit subcU仏neously be{ore 2

、veeks. Anti・J111isdι6 Crude nntiRen lRG stained the laTV社 inoculated t0 11ypoderm before 4

、veeks. Moreover、 n11ti・"1,U"ιιι,i' somntlc n口tiRen reacted to the ground Anisakis laTVI{、、、hlch in,

jected l0 武astT】c mucosa before 6 Weeks

4) AS Ⅱle cyst・wa11 0f "11゛i又'ゾS larva in t11e interme〔1iHte 110st 、、'a5 not 乳ιli訂ed b)' F11C・

1ι、beHed nnti・serum, it 、、,ns t110ug11t to be a products of the inteTmediιlte host

111e pAs positive homogenouS 11τea 、uhiC11is often found in the h051 τissuC 5Urroundi"g

111e anterior extremity of the laTvn seemed to be a secreted substance of 'he larva, for lt reilcled

to anti・A,1isdι6 Crude a11tigen lgG.

5) As t0 吐祀 e仟ect of 5父atNes on t11e reach、,ily,ιOTmol hxaιi【川 C社1蛤ピ(1 (1iminishinH 01

the reactivity to anti・seTum、 1)Uι ethanol had n0 11armful e仟ects on re11Ct武'it丁

Hist010gical sections 、uith parn伍ne embeddiflg tecl】訂ique of sninte・入laTie a962) pr'×1Uced

a Hood resuh as 、ve11 as cr丁Ostal secuons.

137



Elplanation 0ι F電Ures

Fi筈.1 Section of どncysted il,1i'akis larva l in 小e peritoneal cavity ofinteTmediate110Sι T/1ιリ'イ1'

gJ'4 ιh'11ι'ogl'a,ナ1J,ιι↓).

Ctos$ secti011S of larV11 Shine in green c010ur but the external cyst・wa11 has briTiant pale

可Ue c010ur of auto.euorescence_ Fig.1 5 5tai口ed wiミh F11C・1abeled anti・A"i$αι" crud

anιigen lgG

1才ig.2 _1Jlisaιi' 1aい・a in stomach W且Ⅱ of tabbit 24 110urs afteT per os infection.

Speci6C green 丑Uore5CeDce is seen also in t11e host tissue at 小e vicinity of the laY、社

Fi曹.3 Same as Fig,2

SUTroundi訂g t11e aT11erlor extremity of the larva, so ca11ed 110mogeneous area is seeΠ 11aYing

gTeen 丑Uorescence.

Fig.'1 Moulting cuticle anι1110m0弩eDeous aTea in the rabbit stomaC11 7 days after per os infectioTI.

Green auotescence is observed in the hom0客eneous area and the 5UTface of 小e cuticle

Fig、 5,6 CTOSS 5ectjon of A,16αιお lerva (D.

Fig.5 Stairled 闇,ith anti・'4,1iSα則' crude antigen. Fi号.6 Staine(1 Wit11 anti・A11bαιιS H{〕 S110.

武,ing speci6C Huorescence at the perienteric C丑Vity and the hypoderma11丑yer

Fig.フ,8 Cross section of Tι1'1'"1ι0υα dιι1,ie"ι'e 1皐rva

Fig,7 5tained wit11 enti・'411is'ι驫is ctude showing di5tinct cross Teaction_ Fig.8 Stained witb
anti・'1,1S凡J'i.' Hb. cross Teaction is also seen at the perienteric space.
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1;i讐.9、 10 cr05S 5e〔:ti011S of coJ゛iJ"i"α',ι:'゛1゛i・type 1ιlrYを1

FiH.9 St訊ina( with 11nli、.'1,ji.ゞι1',i' crlK!e a11ti弐ど口' cross re11Clion ls also inせ、'1【al)1e 11ere. Fig
10 stained 、vit11 ιlnti'1πi,ゞ'11tis l・Π). NO SI)cci6じ nuorescence is seen

FiH.11,12 Section of granulolna 川 t11e stomach 乱'ι1Ⅱ of ral)bit caused l)y iTljectl0η of 1ミround .1"i'

丸1ιi' 1arva before 40 (1ays.

Fig. H H' E. stain, Fig.12 Stιlined 、Yith をlnti・'111i、ゞ"ム1、、 somatiC 二1Π'ge{1. pleces 0ι larval

1)Ⅸly muscles (ιlt t11e cenιer) shine brightly in 11rピen and na輩ments of t11e culicle ιlt the

CirC山"fereTlce 、vere Sι乳ined in daTk gTeeη.

FiH.1:よ Cross section of .'1゛1i3、tιiN larV11 Stained 、vith 鼠nti・.iいIS'4リ' S0訂に{tic antil!en. cutlcU111r layer
in dark ,ミreen.ιtnd the u【her tiS5U伽 Shine i0 1)riri二ml g「ピerlIs seen
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